
摯
虞
『
決
疑
要
注
』
を
め
ぐ
っ
て

佐

藤

達

郎

は

じ

め

に

西
晋
、
摯
虞
の
編
に
か
か
る
『
決
疑
要
注
』
一
巻
は
、『
隋
書
』
経
籍
志
で
は
儀
注
篇
に
分
類
さ
れ
、
漢
魏
時
代
の
職
官
と
礼
制
に
関

わ
る
注
解
書
、
い
わ
ゆ
る
儀
注
書
と
し
て
唐
代
に
至
る
ま
で
広
く
読
ま
れ
た
も
の
ら
し
く
、
唐
宋
の
類
書
に
多
く
の
佚
文
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
。
本
稿
は
、
摯
虞
に
よ
る
『
決
疑
要
注
』
執
筆
の
経
緯
と
、
そ
の
内
容
の
検
討
を
通
じ
て
、
漢
代
の
職
官
書
か
ら
魏
晋
時
代

の
そ
れ
ら
へ
の
展
開
を
跡
づ
け
る
と
と
も
に
、
魏
晋
時
代
に
お
け
る
官
制
と
礼
制
を
め
ぐ
る
意
識
の
、
一
側
面
を
窺
お
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

１

泰
始
礼
の
編
纂
と
摯
虞
『
決
疑
要
注
』

摯
虞
（
？
〜
三
一
三
頃
）
は
西
晋
時
代
の
文
学
者
、
礼
学
者
と
し
て
名
高
く
、
文
学
者
と
し
て
は
「
思
游
賦
」
な
ど
の
詩
作
の
他
、
詞

（
�
）

華
集
・
文
学
理
論
書
『
文
章
流
別
集
』
の
編
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
若
い
頃
に
は
博
学
の
哲
学
者
・
歴
史
家
の
皇
甫
謐
に
師
事
し
、
ま

六
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た
や
は
り
博
学
者
か
つ
博
物
学
者
と
し
て
『
博
物
志
』
な
ど
の
著
を
残
し
た
張
華
の
門
人
で
も
あ
っ
た
。
張
華
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後

に
再
び
触
れ
る
が
、「
摯
虞
・
束
皙
等
、
並
び
に
載
籍
を
詳
覽
し
、
多
く
舊
章
を
識
り
、
秦
議
觀
る
可
く
、
文
詞
雅
贍
た
り
、
博
聞
の
士

と
謂
う
べ
き
な
り
」（『
晋
書
』
本
伝
史
臣
曰
）
と
評
さ
れ
る
当
代
随
一
の
博
学
者
と
し
て
の
摯
虞
の
学
問
は
、
こ
れ
ら
先
学
の
影
響
に
多

（
�
）

分
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

『
決
疑
要
注
』
の
成
立
に
つ
い
て
、『
晋
書
』
礼
志
上
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

晉
國
の
建
つ
る
に
及
び
、
文
帝
又
た
荀
顗
に
命
じ
て
魏
代
の
前
事
に
因
り
、
撰
じ
て
新
禮
を
為
り
、
今
古
を
參
考
し
、
其
の
節
文
を

更
め
し
む
、
羊
祜
・
任
愷
・
庾
峻
・
應
貞
並
び
に
共
に
刊
定
し
、
百
六
十
五
篇
を
成
し
、
之
を
奏
す
。
太
康
の
初
め
、
尚
書
僕
射
朱

整
、
奏
し
て
尚
書
郎
摯
虞
に
付
し
て
之
を
討
論
せ
し
む
。
虞
、
宜
し
く
損
增
す
べ
き
所
を
表
し
て
曰
く
、
…
…
虞
、
新
禮
を
討
論
し

訖
り
、
元
康
元
年
を
以
て
之
を
上
る
。
陳
ぶ
る
所
は
惟
だ
明
堂
五
帝
・
二
社
六
宗
及
び
吉
凶
王
公
制
度
の
み
、
凡
そ
十
五
篇
。
詔
有

り
て
其
の
議
を
可
と
す
。
後
、
虞
、
傅
咸
と
其
の
事
を
纘
續
す
る
も
、
竟
に
未
だ
成
功
せ
ず
し
て
中
原
覆
沒
す
、
虞
の
決
疑
注
は
是

れ
其
の
遺
事
な
り
。
江
左
に
逮
び
、
僕
射
刁
協
・
太
常
荀
崧
、
舊
文
を
補
緝
し
、
光
祿
大
夫
蔡
謨
、
又
た
其
の
事
を
踵
修
す
と
云

う
。

や
や
補
足
し
て
説
明
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
二
六
五
年
の
魏
か
ら
晋
へ
の
王
朝
交
替
に
際
し
て
、
漢
代
以
来
、
累
加
を
重
ね
て

き
た
雑
然
と
し
た
法
体
系
を
整
備
す
べ
く
、
刑
法
典
「
律
」
と
行
政
法
典
「
令
」
の
二
種
を
主
体
と
す
る
法
典
、
い
わ
ゆ
る
泰
始
律
令
が

編
纂
・
発
布
さ
れ
た
。
律
と
令
と
を
基
軸
と
す
る
法
体
系
は
、
そ
の
後
の
中
国
法
の
基
調
を
な
す
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
の
法
体
系
に

（
�
）

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
法
典
編
纂
の
歴
史
上
、
泰
始
律
令
の
持
つ
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
こ
の
泰
始
律
令
と
同
時

に
勅
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
の
が
「
新
礼
」
百
六
十
五
篇
で
あ
り
、
荀
顗
以
下
、
羊
祜
ら
大
官
た
ち
の
参
与
の
も
と
、
吉
・
凶
・
賓
・
軍

（
�
）

・
嘉
の
「
五
礼
」
の
体
系
を
備
え
た
礼
典
が
は
じ
め
て
成
立
し
た
。『
晋
書
』
武
帝
紀
に
も
「（
咸
煕
元
年
）
秋
七
月
、
帝
（
受
禅
前
の
司

摯
虞
『
決
疑
要
注
』
を
め
ぐ
っ
て
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馬
炎
）、
司
空
荀
顗
を
奏
し
て
禮
儀
を
定
め
し
め
、
中
護
軍
賈
充
は
法
律
を
正
し
、
尚
書
僕
射
裴
秀
は
官
制
を
議
し
、
太
保
鄭
沖
、
總
じ

て
焉
を
裁
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
行
政
法
典
、
刑
法
典
と
同
時
に
礼
典
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
三
者
が
相
ま
っ
て
国
家
の
体
制
の

根
幹
を
形
作
る
と
い
う
、
為
政
者
た
ち
の
明
確
な
認
識
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
礼
典
の
成
立
か
ら
約
一
五
年
後
、
太
康
年
間
（
二
八
〇
│
二
九
〇
）
の
は
じ
め
、
摯
虞
ら
に
礼
典
の
内
容
を
審
議
す
る
勅
命
が
下

り
、
元
康
元
年
（
二
九
一
）、
摯
虞
は
そ
の
結
果
、
整
理
刪
改
す
る
必
要
の
あ
る
箇
所
を
十
五
項
目
に
わ
た
っ
て
上
奏
し
た
。『
晋
書
』
礼

志
か
ら
、
そ
れ
ら
各
項
目
の
概
要
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
そ
の
一
部
は
３
章
で
紹
介
す
る
）。
さ
ら
に
そ
の
後
、
彼
は
傅
咸
と
と

も
に
、
ま
た
傅
咸
が
元
康
四
年
に
没
し
た
後
は
一
人
で
、
儀
礼
の
細
節
に
至
る
ま
で
の
考
証
作
業
を
続
け
、
彼
が
西
晋
末
期
の
動
乱
の
中

で
餓
死
し
た
後
、
東
晋
時
代
の
学
者
た
ち
が
そ
の
遺
業
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
摯
虞
の
後
の
議
論
を
も
追
加
し
て
成
っ
た
の
が
、『
決
疑
要

注
』
で
あ
る
。
な
お
、
摯
虞
と
と
も
に
考
証
に
携
わ
っ
た
傅
咸
が
「
剛
簡
有
大
節
、
風
格
峻
整
」
と
評
さ
れ
る
正
道
派
の
官
僚
で
あ
り
、

ま
た
「
咸
累
自
上
稱
引
故
事
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
故
事
律
令
に
明
る
い
学
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、『
決
疑
要
注
』
の
性
格
に
も
影
を

落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
付
言
し
て
お
き
た
い
。
彼
の
当
時
の
官
銜
は
司
隷
校
尉
で
あ
り
、
狭
義
の
礼
官
で
は
な

い
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
彼
が
こ
う
し
た
作
業
に
参
与
し
た
の
は
、
個
人
的
な
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

『
決
疑
要
注
』
が
泰
始
礼
の
検
討
に
際
す
る
い
わ
ば
副
産
物
と
し
て
の
、
個
人
的
（
官
撰
で
は
な
い
）
著
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
以
上
確

認
し
た
が
、
後
に
具
体
的
に
見
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
礼
典
の
各
儀
節
の
根
拠
、
意
味
、
歴
史
的
由
来
を
説
明
し
た
、
一
種
、
考
証
学
的
な

内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
元
康
元
年
の
上
奏
に
「
所
陳
惟
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き
は
国
家
祭
祀
と
吉
凶
の
礼
制

の
み
に
し
か
及
ん
で
い
な
か
っ
た
検
討
を
、
さ
ら
に
学
制
、
服
制
、
殿
堂
の
制
、
廟
制
、
等
々
の
委
節
に
至
る
ま
で
考
論
し
よ
う
と
し
た

も
の
が
同
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
決
疑
要
注
』
の
書
名
が
も
と
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
（『
宋
書
』
礼
志
で
は

「
決
疑
」、『
南
斉
書
』
礼
志
で
は
「
決
疑
注
」
と
し
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
至
っ
て
初
め
て
「
決
疑
要
注
」
の
名
が
確
認
さ
れ
る
）
が
、
儀

摯
虞
『
決
疑
要
注
』
を
め
ぐ
っ
て
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節
上
の
疑
わ
し
き
点
に
つ
き
、
そ
の
由
来
・
根
拠
を
経
典
・
故
事
に
徴
し
て
考
証
し
、
旨
要
を
注
解
す
る
と
い
う
同
書
の
性
格
を
、
こ
の

表
題
は
的
確
に
表
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

『
決
疑
要
注
』
が
い
つ
の
頃
ま
で
単
行
本
と
し
て
通
行
し
て
い
た
か
正
確
に
は
言
え
な
い
が
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
（
儀
注
類
）
に
「
摯

虞
決
疑
要
注
一
巻
」、『
通
志
』
芸
文
略
（
礼
儀
類
）
に
も
「
決
疑
要
注
一
巻

摯
虞
」
と
あ
り
、
唐
宋
の
頃
ま
で
は
一
巻
の
整
本
と
し
て

流
通
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
散
逸
し
た
ら
し
い
。
明
の
陶
宗
儀
は
同
書
を
輯
佚
し
『
説
郛
』
に
収
め
た
が
、
六
項
目
の
各
条
文
と
も
出
処

が
不
明
で
節
略
が
多
く
、
か
つ
十
分
に
佚
文
を
集
め
て
い
な
い
な
ど
、
問
題
が
非
常
に
多
い
。
そ
れ
に
対
し
民
国
期
の
張
鵬
一
は
『
摯
太

常
遺
書
』（『
関
中
叢
書
』
所
収
）
巻
二
に
『
決
疑
要
注
』
を
輯
佚
し
、
出
典
を
明
記
し
た
上
で
十
数
項
目
の
佚
文
を
集
め
る
。『
説
郛
』

の
輯
本
に
比
べ
れ
ば
大
幅
に
信
頼
が
置
け
る
が
、『
芸
文
類
聚
』
の
佚
文
を
収
め
ず
、『
初
学
記
』
の
佚
文
を
よ
く
見
て
い
な
い
（
た
と
え

ば
下
述
（
ｃ
）
の
佚
文
を
収
め
な
い
）
な
ど
、
依
然
問
題
を
残
す
。
ま
た
項
目
ご
と
の
佚
文
の
分
類
に
も
、
や
や
妥
当
性
を
欠
く
と
思
わ

れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
改
め
て
諸
書
よ
り
佚
文
を
集
め
、
初
歩
的
な
整
理
を
加
え
て
提
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

２
『
決
疑
要
注
』
佚
文

以
下
、
諸
書
か
ら
集
め
た
決
疑
要
注
の
佚
文
を
、
同
一
な
い
し
一
続
き
の
内
容
と
見
ら
れ
る
文
ご
と
に
分
類
し
て
掲
げ
る
。
複
数
の
典

籍
に
ほ
ぼ
同
一
の
文
が
載
せ
ら
れ
る
場
合
は
、
最
も
ま
と
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
提
示
し
、
大
き
な
異
文
の
み
併
記
す
る
。
輯
佚
と
い
う
作

業
の
性
質
上
、
訓
読
は
あ
え
て
加
え
な
い
。
引
用
文
は
旧
字
体
を
使
う
。『
文
選
』
は
『
文
』、『
北
堂
書
鈔
』
は
『
北
』、『
初
学
記
』
は

『
初
』、『
太
平
御
覧
』
は
『
御
』
と
略
記
す
る
。

摯
虞
『
決
疑
要
注
』
を
め
ぐ
っ
て
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（
ａ
）
流
蘇
の
制

天
子
帳
以
流
蘇
為
飾
。
凡
行
為
流
蘇
。（『
北
』
一
三
二
）／
凡
下
垂
為
蘇
。（『
文
』
三
・
張
衡
東
京
賦
李
善
注
）

（
ｂ
）
玉
珮
の
制

漢
末
喪
亂
、
絕
無
玉
珮
。
魏
侍
中
王
粲
識
舊
珮
、
始
復
作
之
。
今
之
玉
珮
、
受
法
於
粲
也
。（『
三
国
志
』
二
一
王
粲
伝
注
）

（
ｃ
）
尚
書
台
の
文
字
の
制

尚
書
臺
召
人
、
用
虎
爪
書
、
告
下
用
偃
波
書
、
皆
不
可
卒
學
、
以
防
矯
詐
。（『
初
』
二
一
）

（
ｄ
）
廟
主
の
制

凡
昭
穆
、
父
南
面
、
故
曰
昭
。
昭
、
明
也
。
子
北
面
、
故
曰
穆
。
穆
、
順
也
。
始
祖
特
於
北
、
其
後
以
次
夾
始
祖
而
南
、
昭
在
西
、

穆
在
東
、
相
對
。（『
続
漢
書
』
祭
祀
志
劉
昭
注
）／
毀
廟
主
藏
廟
外
戶
之
外
、
西
牖
之
中
（『
初
』
一
三
作
「
凡
廟
之
主
藏
于
戶
外
北

牖
之
下
」）。
有
石
函
、
名
曰
宗
�
。
函
中
有
笥
、
以
盛
主
。
親
盡
則
廟
毀
、
毀
廟
之
主
藏
于
始
祖
之
廟
。
一
世
為
�
、
�
猶
四
時
祭

之
。
二
世
為
壇
、
三
世
為
�
、
四
世
為
鬼
、
�
乃
祭
之
、
有
禱
亦
祭
之
。
�
於
始
祖
之
廟
、
禱
則
迎
主
出
、
陳
於
壇
�
而
祭
之
、
事

マ
マ

訖
還
藏
故
室
。
迎
送
皆
蹕
、
禮
也
。（『
続
漢
書
』
祭
祀
志
劉
昭
注
）／
古
者
、
帝
王
出
征
、
以
齊
車
載
遷
廟
之
主
及
社
主
以
行
、
故

尚
書
甘
誓
曰
、
用
命
賞
于
祖
、
不
用
命
戮
于
社
。
秦
漢
及
魏
、
行
不
載
王
（
当
從
『
御
』
五
三
一
引
佚
文
作
「
主
」）
也
。（『
御
』

三
〇
六
）

摯
虞
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決
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（
ｅ
）
朝
会
の
制

漢
制
、
正
會
於
建
始
殿
、
晉
制
、
大
會
於
太
極
殿
、
小
會
於
東
堂
。
其
會
則
五
時
朝
服
、
庭
設
金
石
、
虎
賁
旄
頭
、
文
衣
繡
尾
。

（『
御
』
五
三
八
；『
芸
』
四
九
も
ほ
ぼ
同
）／
讌
之
與
會
、
威
儀
不
同
也
。
會
則
隨
五
時
朝
服
、
庭
設
金
石
懸
、
虎
賁
着
旄
頭
、
文
衣

�
尾
、
以
列
陛
。
讌
則
服
常
服
、
設
絲
竹
之
樂
、
唯
宿
衛
者
、
列
伏
。
大
會
於
太
極
殿
、
小
會
於
東
堂
。（『
御
』
五
三
九
）／
漢
末

喪
亂
、
絕
無
金
石
之
樂
。
魏
武
帝
至
漢
中
、
得
杜
�
、
識
舊
法
、
始
復
設
軒
懸
鍾
磬
、
至
于
今
用
之
。（『
芸
』
四
一
）

（
ｆ
）
朝
堂
の
制

凡
太
極
殿
乃
有
陛
、
堂
則
有
階
無
陛
也
。
右
�
左
平
、
平
者
以
文
塼
相
亞
次
、
�
者
為
陛
級
也
。
九
錫
之
禮
、
納
陛
以
登
、
謂
受
此

陛
以
上
殿
。
堂
之
正
者
為
路
寢
。
凡
殿
堂
坐
位
、
以
近
尊
為
上
、
無
尊
者
則
巳
、
東
向
者
以
北
為
上
、
南
向
者
以
西
為
上
、
西
向
者

以
南
為
上
、
北
向
者
以
東
為
上
也
。
殿
堂
之
上
、
唯
天
子
居
牀
、
其
餘
皆
鋪
幅
席
、
席
前
設
筵
。
凡
天
子
之
殿
、
東
西
九
筵
、
南
北

七
筵
。（『
御
』
一
七
五
）／
在
殿
堂
之
上
、
惟
天
子
居
牀
、
其
餘
皆
鋪
席
、
前
設
筵
几
。
天
子
之
殿
、
東
西
九
筵
、
南
北
七
筵
。
故

曰
、
度
堂
以
筵
、
度
室
以
几
也
。
禮
、
堂
上
接
武
、
堂
下
布
武
。
一
曰
（
＊
）、
堂
上
�
於
百
里
、
堂
下
�
於
千
里
、
門
庭
�
於
萬

里
。（『
初
』
二
四
）

（
＊
）「
一
曰
」
以
下
は
他
書
に
同
様
の
佚
文
が
見
え
ず
、
決
疑
要
注
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
ｇ
）
朝
会
執
贄
の
制

古
者
朝
會
皆
執
贄
、
侯
・
伯
執
圭
、
子
・
男
執
璧
、
孤
執
皮
帛
、
卿
執
羔
、
大
夫
執
鴈
、
士
執
雉
。
漢
・
魏
粗
依
其
制
、
正
旦

（『
通
典
』
七
〇
作
正
朝
）
大
會
、
諸
侯
執
玉
璧
、
薦
以
鹿
皮
、
公
卿
已
下
所
執
如
古
禮
。
古
者
衣
皮
、
故
用
皮
帛
為
幣
。
玉
以
象
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德
、
璧
以
稱
事
。
不
以
貨
沒
禮
、
庶
羞
不
踰
牲
、
宴
衣
不
�
祭
服
、
輕
重
之
宜
也
。（『
続
漢
書
』
礼
儀
志
）

（
ｈ
）
�
冕
の
制

秦
除
�
冕
（『
御
』
六
八
六
作
「
六
冕
」）
之
制
、
唯
為
玄
衣
絳
裳
一
具
而
已
。
漢
興
亦
如
之
。
中
興
後
、
明
帝
永
平
中
、
使
諸
儒
案

古
文
、
依
圖
書
、
始
復
造
�
冕
之
服
、
至
于
今
用
之
。（『
御
』
六
九
〇
）／
中
興
後
、
明
帝
永
平
中
、
使
諸
儒
案
古
文
、
依
圖
書
、

始
復
造
冕
�
、
火
龍
黼
黻
、
以
奉
祀
郊
廟
。（『
北
』
一
二
八
）

（
ｉ
）
博
士
弟
子
の
制

マ
マ

漢
初
置
博
士
而
無
弟
子
、
後
置
弟
子
五
十
人
、
又
増
滿
五
百
、
漢
未
至
數
千
人
。
魏
之
務
學
〔
者
、
始
詣
太
學
為
門
人
、
二
歳
〕
通

マ
マ

二
經
者
、
補
文
學
掌
故
、
滿
三
歳
、
通
三
經
者
、
櫂
為
太
子
舍
人
。（『
御
』
五
三
四
；﹇
﹈
内
は
割
注
）／
太
常
弟
子
、
通
二
経
、

補
文
学
、
三
経
、
補
太
子
舎
人
。
晋
置
十
六
人
、
掌
表
啓
。（『
御
』
二
四
六
）／
太
子
舍
人
、
晉
置
十
六
人
、
掌
表
�
也
。（『
北
』

六
六
）／
漢
末
弟
子
五
千
人
、
與
博
士
習
禮
儀
。
弟
子
滿
二
�
、
通
二
經
者
、
補
文
學
掌
故
。
魏
時
、
募
學
者
好
誦
大
學
為
門
人
、

滿
三
年
、
通
一
經
者
、
稱
弟
子
。（『
北
』
六
七
）

（
ｊ
）
某
祭
（
＊
）
の
制

（
禘
（
＊
））
豐
於
四
時
之
祭
、
而
約
於
禘
�
之
祭
。（『
北
』
九
〇
）

（
＊
）
孔
広
陶
の
『
北
堂
書
鈔
』
校
本
で
は
豊
上
に
禘
字
を
補
う
が
、
そ
れ
で
は
文
意
に
矛
盾
を
き
た
す
。
こ
の
文
は
禘
祭
と
は
別
の
某
祭
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
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（
ｋ
）
髦
頭
の
制

マ
マ

世
祖
曰
、
髦
頭
之
義
、
何
謂
邪
。
彭
權
曰
、
國
有
奇
恠
、
觸
山
截
水
、
無
不
崩
潰
、
難
畏
髦
頭
、
故
使
虎
士
服
之
、
以
衞
至
尊
也
。

張
華
對
世
祖
曰
、
臣
以
為
、
壯
士
之
怒
、
髦
湧
衝
冠
、
義
取
于
此
也
。（『
北
』
一
三
〇
）／
晉
武
帝
時
、
彭
權
為
侍
中
、
帝
問
侍

臣
、
旄
頭
之
義
何
謂
邪
。
權
對
曰
、
秦
紀
云
、
秦
國
有
竒
怪
、
觸
山
截
水
、
無
不
崩
潰
、
唯
畏
旄
頭
、
故
使
虎
士
執
之
、
以
衛
至

尊
。（『
御
』
二
一
九
）

（
ｌ
）
喪
服
の
制
（
１
）

禮
、
故
臣
為
舊
君
齊
衰
三
月
、
謂
策
名
委
質
稱
臣
吏
者
也
。
見
察
舉
而
不
為
吏
者
、
弔
服
加
麻
。（『
御
』
五
四
七
）

（
ｍ
）
喪
服
の
制
（
２
）

禮
、
臣
喪
其
父
母
、
則
赴
於
君
、
君
弔
之
。
漢
太
傅
胡
廣
喪
母
、
天
子
使
謁
者
、
以
中
牢
弔
祭
、
具
送
葬
。
魏
司
空
陳
群
喪
母
、
使

者
弔
祭
如
故
事
、
又
使
黃
門
侍
郎
杜
恕
、
奉
詔
慰
問
。（『
芸
』
四
〇
）／
凡
使
弔
祭
、
同
姓
者
、
素
冠
幘
、
白
練
深
衣
、
器
用
皆

素
。
異
姓
者
、
服
色
器
用
皆
不
變
。（『
通
典
』
八
一
・
八
三
）

（
ｎ
）
喪
服
の
制
（
３
）

マ
マ

古
者
、
男
子
皆
衣
綵
、
有
故
乃
素
服
。
秦
漢
以
來
、
服
色
轉
變
、
令
唯
朝
廷
五
服
用
綵
。（『
御
』
八
一
四
）
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（
ｏ
）
喪
服
の
制
（
４
）

父
亡
、
服
竟
、
繼
母
還
前
親
子
家
、
當
為
何
服
。
此
有
問
、「
有
夫
婦
生
男
女
三
人
、
遭
荒
亂
離
散
、
不
知
死
生
。
母
後
嫁
、
有
繼

子
。
後
夫
未
亡
、
得
親
子
信
、
請
就
親
子
家
、
後
夫
言
可
爾
。
後
數
年
、
夫
亡
、
喪
之
如
禮
、
服
竟
、
隨
親
子
去
、
別
繼
子
云
、

「
我
則
為
絕
、
死
不
就
汝
家
葬
也
。」
而
名
戶
籍
如
故
。
母
今
亡
、
繼
子
當
何
服
。
服
之
三
年
則
不
來
葬
、
服
之
周
則
無
所
嫁
。」
博

士
淳
于
睿
等
以
為
、
當
依
繼
母
嫁
、
從
為
服
周
。
博
士
孫
綽
議
曰
、「
父
答
雖
有
可
爾
之
語
、
夫
妻
枕
席
相
順
之
意
、
固
非
決
絕
之

辭
也
。
繼
母
喪
父
如
禮
、
服
竟
之
後
、
不
還
私
家
、
踰
歲
歷
年
、
循
養
無
二
、
母
恩
不
衰
。
適
見
親
子
、
專
自
任
意
、
無
所
關
報
、

私
隨
其
志
、
絕
亡
夫
、
背
繼
子
、
違
三
從
正
義
、
亦
為
大
矣
。
今
母
雖
不
母
、
子
何
緣
得
計
去
留
輕
重
而
降
之
哉
。
夫
五
服
有
名
、

不
可
謬
施
。
施
之
為
出
、
出
義
不
全
。
施
之
於
嫁
、
嫁
義
不
成
。
欲
降
服
周
、
於
禮
何
居
。
名
在
夫
籍
、
私
歸
親
子
、
喪
柩
南
北
、

禮
律
私
法
、
訂
其
可
知
、
便
決
降
服
。
許
令
制
周
、
頗
在
可
怪
。」
博
士
弟
子
北
海
徐
叔
中
難
孫
云
、「
以
前
問
不
立
甲
乙
為
名
稱
、

於
議
不
便
。
今
以
母
為
甲
、
先
夫
為
乙
、
後
夫
為
丙
、
先
子
為
丁
、
繼
子
為
戊
。
丙
言
可
爾
、
必
慮
事
宜
、
順
其
至
情
、
非
虛
欺

也
。
臨
終
不
命
、
知
死
之
後
、
制
不
在
己
故
也
。
甲
不
重
求
、
信
之
前
言
也
。
本
有
求
還
之
計
、
去
誓
不
還
葬
之
辭
。
生
則
己
不
得

養
、
死
則
不
與
己
父
同
穴
、
就
不
成
嫁
、
當
為
去
母
、
附
之
於
嫁
、
不
亦
宜
乎
。」（『
通
典
』
九
四
）

（
ｐ
）
発
哀
の
制

國
家
為
同
姓
王
・
公
・
妃
・
主
發
哀
於
東
堂
、
為
異
姓
公
・
侯
・
都
督
發
哀
於
朝
堂
。（『
通
典
』
八
一
）

（
ｑ
）
王
公
の
簡
冊
へ
の
記
名
の
制

尚
書
名
王
公
及
位
班
王
公
者
、
皆
用
尺
一
。（（
＊
）
杖
作
用
尺
一
也
）（『
北
』
七
〇
）

摯
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（
＊
）
孔
広
陶
の
校
本
で
は
尺
一
の
下
に
六
字
を
補
う
が
、
こ
れ
で
は
文
意
が
通
じ
な
い
。
校
訂
の
案
語
が
誤
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
ｒ
）
日
蝕
に
際
す
る
斎
戒
の
制

凡
救
日
蝕
者
、
著
赤
幘
、
以
助
陽
也
。
日
將
蝕
、
天
子
素
服
避
正
殿
、
內
外
嚴
警
。
太
史
登
靈
臺
、
伺
候
日
變
、
便
伐
鼓
於
門
。
聞

鼓
音
、
侍
臣
皆
著
赤
幘
、
帶
劍
入
侍
。
三
臺
令
史
以
上
皆
各
持
劍
、
立
其
戶
前
。
衛
尉
卿
驅
馳
繞
宮
、
伺
察
守
備
、
周
而
復
始
。
亦

伐
鼓
於
社
、
用
周
禮
也
。
又
以
赤
絲
為
繩
以
繫
社
、
祝
史
陳
辭
以
責
之
。
社
、
勾
龍
之
神
、
天
子
之
上
公
、
故
陳
辭
以
責
之
。
日
復

常
、
乃
罷
。（『
晋
書
』
礼
志
上
）／（
前
段
と
ほ
ぼ
同
文
を
引
い
た
上
で
）
此
義
、
按
晉
摯
虞
決
疑
注
云
、
約
魯
昭
公
時
叔
孫
昭
子
說

天
子
救
日
之
法
。（『
通
典
』
七
八
）

以
上
、
筆
者
の
確
認
し
得
た
十
八
項
の
佚
文
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
も
と
よ
り
便
宜
的
な
区
分
で
あ
り
、
た
と
え
ば
（
ｅ
）、（
ｆ
）、

（
ｊ
）
は
朝
会
と
そ
れ
に
付
随
す
る
制
度
と
し
て
一
連
の
内
容
を
構
成
し
た
可
能
性
も
あ
る
。（
ｌ
）
か
ら
（
ｏ
）
な
い
し
（
ｐ
）
に
つ
い

て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
ま
た
輯
佚
に
当
た
っ
て
史
料
捜
索
を
尽
く
し
て
お
ら
ず
、
見
落
と
し
た
佚
文
の
あ
ろ
う
こ
と
も
無
論
否

（
補
注
）

め
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
挙
げ
た
諸
例
か
ら
、『
決
疑
要
注
』
の
内
容
的
傾
向
や
特
徴
を
あ
る
程
度
う
か
が
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ

う
。

摯
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３
『
決
疑
要
注
』
の
内
容
的
傾
向

⑴
『
決
疑
要
注
』
と
経
典
・
故
事

『
決
疑
要
注
』
に
現
れ
た
摯
虞
の
典
制
に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
う
か
が
う
上
で
、
先
に
触
れ
た
、
彼
の
泰
始
新
礼
に
対
す
る
十
五
条
の

検
討
意
見
が
よ
く
彼
の
考
え
を
表
出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
そ
れ
ら
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
た
い
。

（
イ
）
魏
氏
の
故
事
、
國
に
大
喪
有
ら
ば
、
群
臣
凶
服
し
、
帛
を
以
て
綬
囊
と
為
し
、
布
を
以
て
劍
衣
と
為
す
。
新
禮
、
傳
に
「
喪

を
去
れ
ば
佩
び
ざ
る
所
無
し
」
と
稱
せ
ば
、
明
ら
か
に
喪
に
在
り
て
は
則
ち
佩
無
き
を
以
て
、
更
め
て
制
し
て
齊
斬
の
喪
に
は
劍
綬

を
佩
び
ず
。
摯
虞
以
為
ら
く
、「
周
禮
、
武
賁
氏
、
士
大
夫
の
職
な
り
、
皆
な
兵
を
以
て
王
宮
を
守
り
、
國
に
喪
故
有
れ
ば
則
ち
衰

葛
に
て
戈
楯
を
執
り
て
門
を
守
り
、
葬
な
れ
ば
則
ち
車
に
從
い
て
哭
す
。
又
た
、
成
王
の
崩
ず
る
や
、
太
保
、
諸
大
夫
に
命
じ
て
干

戈
を
以
て
內
外
警
設
せ
し
む
。
明
ら
け
し
喪
故
の
際
、
蓋
し
宿
衛
の
防
を
重
ん
ず
。
喪
を
去
れ
ば
佩
び
ざ
る
所
無
し
、
と
は
服
飾
の

事
を
謂
い
、
防
禦
の
用
を
謂
わ
ず
。
宜
し
く
新
禮
を
定
め
布
衣
劍
は
舊
の
如
く
し
、
其
の
餘
は
新
制
の
如
く
す
べ
し
。」
と
。
詔
し

て
之
に
從
う
。

（
ロ
）
漢
魏
の
故
事
、
將
に
葬
ら
ん
と
せ
ば
、
吉
凶
鹵
簿
を
設
け
、
皆
な
鼓
吹
を
以
て
す
。
新
禮
、
禮
に
吉
駕
導
從
の
文
無
く
、
臣

子
は
宜
し
く
其
の
衰
麻
を
釋
き
以
て
玄
黃
を
服
す
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
吉
駕
鹵
簿
を
除
く
。
又
た
、
凶
事
に
樂
無
く
、
八
音
を
遏

密
せ
ば
、
凶
服
の
鼓
吹
を
除
く
。
摯
虞
以
為
ら
く
、「
葬
に
祥
車
曠
左
有
り
、
則
ち
今
の
容
車
な
り
。
既
に
葬
れ
ば
、
日
中
に
反
虞
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し
、
神
を
逆
え
て
還
る
。
春
秋
傳
に
、
鄭
の
大
夫
公
孫
蠆
卒
し
、
天
子
、
大
路
を
追
賜
し
、
以
て
行
か
し
む
と
あ
り
。
士
喪
禮
に
、

葬
に
稿
車
乘
車
有
り
、
以
て
生
の
服
を
載
す
と
あ
り
。
此
れ
皆
な
唯
だ
に
柩
を
載
す
る
の
み
な
ら
ず
、
兼
ね
て
吉
駕
有
る
の
明
文
な

り
。
既
に
吉
駕
を
設
れ
ば
、
則
ち
宜
し
く
導
從
有
り
以
て
平
生
の
容
を
象
り
、
死
を
致
さ
ざ
る
の
義
を
明
ら
む
べ
し
。
臣
子
の
衰
麻

は
身
が
為
に
釋
く
を
得
ざ
る
も
、
以
為
ら
く
君
父
な
れ
ば
則
ち
可
な
ら
ざ
る
無
し
。
顧
命
の
篇
、
以
て
之
を
明
ら
む
る
に
足
る
。
宜

し
く
新
禮
を
定
め
、
吉
服
導
從
を
設
く
る
こ
と
舊
の
如
く
し
、
其
の
凶
服
鼓
吹
は
宜
し
く
除
く
べ
し
。」
と
。
詔
し
て
之
に
從
う
。

（
ハ
）
漢
魏
の
故
事
、
大
喪
及
び
大
臣
の
喪
に
、
�
を
執
る
者
、
輓
歌
す
。
新
禮
に
以
為
ら
く
、
輓
歌
は
漢
武
帝
役
人
の
勞
歌
に
出

で
、
聲
哀
切
な
れ
ば
、
遂
に
以
て
送
終
の
禮
と
為
す
。
音
曲
摧
愴
な
る
と
雖
も
、
經
典
の
所
制
に
非
ず
、
禮
に
銜
枚
を
設
く
る
の
義

に
違
う
。
方
に
號
慕
に
在
れ
ば
、
宜
し
く
歌
を
以
て
名
と
為
す
べ
か
ら
ず
と
、
除
き
て
輓
歌
せ
ず
。
摯
虞
以
為
ら
く
、「
輓
歌
は
倡

和
に
因
り
て
摧
愴
の
聲
を
為
す
、
銜
枚
は
哀
を
全
う
す
る
所
以
な
れ
ば
、
此
れ
も
亦
た
以
て
衆
を
感
ぜ
し
む
。
經
典
の
所
載
に
非
ざ

る
と
雖
も
、
是
れ
歷
代
の
故
事
な
り
。
詩
に
稱
す
ら
く
『
君
子
歌
を
作
し
、
推
し
て
以
て
哀
を
告
ぐ
』
と
、
歌
を
以
て
名
と
為
す

も
、
亦
た
嫌
う
所
無
し
。
宜
し
く
新
禮
を
定
む
る
こ
と
舊
の
如
く
せ
ん
。」
と
。
詔
し
て
之
に
從
う
。

い
ず
れ
の
例
も
、
泰
始
新
礼
で
経
典
の
記
載
に
従
っ
て
削
除
さ
れ
た
漢
魏
の
故
事
に
対
し
、
摯
虞
が
改
め
て
経
典
解
釈
お
よ
び
故
事
に
則

っ
て
存
続
を
主
張
し
、
そ
の
意
見
が
裁
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
イ
）
の
事
例
で
は
「
伝
」（『
礼
記
』
間
伝
）
の
記
載
に
拠
り
服
喪
中

の
佩
剣
を
禁
じ
た
新
礼
に
対
し
、
摯
虞
は
『
周
礼
』（
夏
官
旅
賁
氏
）
や
『
尚
書
』（
顧
命
）
を
も
引
き
つ
つ
同
伝
を
服
喪
中
の
佩
剣
を
必

ず
し
も
禁
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
解
し
、
魏
の
故
事
に
倣
っ
て
質
素
な
布
帛
の
剣
衣
を
用
い
る
こ
と
を
説
く
。
ま
た
（
ロ
）
で
は
凶
事
に

際
す
る
吉
駕
を
、
礼
典
に
明
文
な
し
と
し
て
廃
止
す
る
新
礼
に
対
し
、
摯
虞
は
「
春
秋
伝
」（『
左
伝
』
襄
四
）、『
儀
礼
』
士
喪
礼
、『
尚

摯
虞
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要
注
』
を
め
ぐ
っ
て
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書
』
顧
命
に
根
拠
を
見
い
だ
し
て
、
そ
の
旧
来
通
り
の
存
続
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
（
ハ
）
で
は
、
大
喪
で
の
挽
歌
を
漢
武
時
の
労
役
人

夫
に
出
ず
る
も
の
と
し
廃
止
す
る
新
礼
に
対
し
、
摯
虞
は
確
か
に
経
典
に
は
記
載
が
な
い
も
の
の
、
人
心
に
合
し
、「
歴
代
の
故
事
」
で

も
あ
り
、
か
つ
『
詩
』（
小
雅
四
月
）
に
説
く
歌
の
主
旨
に
も
叶
う
と
し
て
、
そ
の
存
続
を
説
く
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
彼
は
漢
魏
の
故

事
を
重
ん
ず
る
一
方
で
典
制
の
根
拠
を
複
数
の
経
書
に
広
く
求
め
、
時
に
そ
の
意
を
敷
衍
し
つ
つ
、
常
識
的
節
度
の
上
に
故
事
と
経
典
と

の
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
彼
は
原
理
主
義
的
な
革
新
派
で
あ
る
よ
り
は
保
守
的
な
伝
統
主
義
者
で
あ
っ
た
と
い
う

（
�
）

こ
と
に
な
ろ
う
。
興
善
宏
氏
は
文
学
理
論
に
見
ら
れ
る
彼
の
姿
勢
を
「
古
典
的
正
統
主
義
へ
の
志
向
」
と
呼
ん
だ
が
、
礼
制
に
関
し
て
も

そ
う
し
た
志
向
は
底
流
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
彼
の
伝
統
主
義
は
決
し
て
漫
然
と
し
た
旧
説
の
墨
守
の
上
に
立
つ
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
典
拠
を
博
引
し
、
と
き
に
拡
大
解
釈
を
も
伴
い
な
が
ら
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
こ
こ
で
注
意
し
て

お
き
た
い
。
彼
は
杜
預
に
宛
て
て
喪
制
を
論
じ
た
書
簡
の
中
で
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。
│「
制
を
變
じ
理
を
通
じ
、
將
來
に
垂
典
せ
ん
、

何
ぞ
必
ず
や
こ
れ
を
古
に
附
し
、
老
儒
を
し
て
爭
い
を
致
さ
し
め
ん
や
」（『
晋
書
』
本
伝
）。「
老
儒
」
ら
の
硬
直
し
た
旧
説
に
拘
ら
ず
、

代
々
の
制
度
の
転
変
を
通
じ
て
不
変
の
「
理
」
を
求
め
、
そ
の
意
を
今
に
生
か
す
と
と
も
に
将
来
に
伝
え
る
こ
と
に
、
彼
の
本
意
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
思
想
の
背
後
に
は
、
当
時
の
社
交
界
を
風
靡
し
た
浮
華
の
風
、
国
家
と
社
会
の
崩
壊
へ
の
危
機
意
識
が
強
く
働
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

彼
の
こ
う
し
た
伝
統
主
義
的
傾
向
を
、
我
々
は
『
決
疑
要
注
』
の
中
に
も
容
易
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
章
で
あ
げ
た
諸
佚
文

を
見
れ
ば
、
経
典
の
古
制
と
と
も
に
、
前
代
と
り
わ
け
漢
魏
の
故
事
が
そ
れ
ら
の
中
で
重
き
を
な
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
た
と
え
ば
（
ｇ
）
朝
会
執
贄
の
制
に
お
い
て
は
、「
古
者
」
と
し
て
古
制
が
挙
げ
ら
れ
る
一
方
、
そ
れ
に
基
づ
く
漢
魏
の
制
度
が

述
べ
ら
れ
、
ま
た
（
ｈ
）
�
冕
の
制
で
は
秦
以
来
、
前
漢
を
経
て
後
漢
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
の
制
度
の
沿
革
が
詳
説
さ
れ
る
。
以
前
、

筆
者
が
後
漢
・
胡
広
の
『
漢
官
解
詁
』
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
そ
こ
に
漢
制
を
歴
史
的
・
実
証
的
に
考
証
し
よ
う
と
す
る
、
換
言
す
れ
ば

摯
虞
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決
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を
め
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制
度
の
根
拠
を
経
典
の
世
界
よ
り
は
歴
史
的
堆
積
に
求
め
よ
う
と
す
る
傾
向
の
強
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
同
様
の
傾
向
を
『
決
疑
要

注
』（
ｂ
）、（
ｅ
）
や
（
ｉ
）
に
つ
い
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

彼
は
こ
う
し
た
考
証
的
作
業
を
単
な
る
知
的
遊
戯
と
し
て
行
っ
た
の
で
は
無
論
な
い
。（
ｂ
）、（
ｅ
）、（
ｈ
）、（
ｎ
）
で
制
度
の
転
変

の
後
に
「
今
」
制
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
歴
史
的
叙
述
の
畢
竟
の
目
的
は
、
現
在
の
制
度
の
根
拠
と
意
味
を
説
く
に
あ
っ
た
。

そ
の
点
で
は
（
ｃ
）
も
同
様
で
あ
る
。
彼
に
あ
っ
て
現
・
西
晋
王
朝
の
制
度
こ
そ
は
、
西
晋
末
の
天
下
土
崩
へ
の
渦
中
で
あ
れ
ば
一
層
、

そ
の
由
緒
を
経
典
と
歴
史
的
先
例
に
よ
っ
て
確
か
な
も
の
と
し
、
今
に
あ
っ
て
そ
の
本
来
の
光
輝
あ
る
姿
に
戻
す
と
と
も
に
後
代
に
伝
え

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
西
晋
の
最
末
、
懐
帝
が
戦
乱
で
久
し
く
廃
れ
て
い
た
郊
祀
を
挙
行
し
た
時
の
こ
と
、
摯
虞
は
太
常

と
し
て
「
舊
典
を
考
正
し
、
法
物
粲
然
た
り
」（『
晋
書
』
本
伝
）
と
い
う
。
彼
の
泰
始
新
礼
に
対
す
る
検
討
意
見
の
一
つ
を
ま
た
こ
こ
で

挙
げ
よ
う
。

（
ニ
）
漢
魏
の
故
事
、
王
公
群
妾
の
夫
人
に
見
う
る
や
、
夫
人
は
答
拜
せ
ず
。
新
禮
に
以
為
ら
く
、
禮
に
答
え
ざ
る
無
し
と
、
更
め

て
制
し
て
妃
・
公
侯
夫
人
は
妾
に
答
え
て
拜
す
。
摯
虞
以
為
ら
く
、「
禮
に
、
妾
の
女
君
に
事
う
る
や
婦
の
姑
に
事
う
る
が
如
く
、

妾
の
女
君
に
服
す
る
や
期
、
女
君
の
報
ぜ
ざ
る
は
、
則
ち
敬
は
婦
と
同
じ
き
も
又
た
賤
を
加
う
れ
ば
な
り
。
名
位
同
じ
か
ら
ざ
れ

ば
、
本
よ
り
酬
報
無
し
。
禮
に
答
え
ざ
る
無
し
と
は
、
義
、
此
を
謂
わ
ず
。
先
聖
、
嫡
庶
の
別
を
殊
に
し
、
以
て
陵
替
の
漸
を
絕
て

り
。
其
の
防
を
峻
明
に
す
る
も
、
猶
お
僭
違
有
り
。
宜
し
く
新
禮
を
定
め
、
自
ら
其
の
舊
の
如
く
せ
ん
。」
と
。
詔
し
て
其
の
議
を

可
と
す
。

「
陵
替
の
漸
」「
僭
違
」
に
対
す
る
鋭
い
危
機
意
識
、
そ
れ
に
対
す
る
、
礼
的
差
等
を
設
け
て
の
防
遏
の
主
張
は
、
当
時
の
浮
華
の
徒
ら
に

代
表
さ
れ
る
風
教
の
頽
廃
を
背
景
と
し
て
、
一
層
そ
の
立
ち
位
置
を
鮮
明
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
摯
虞
と
と
も
に

『
決
疑
要
注
』
の
考
証
に
携
わ
っ
た
傅
咸
が
、
父
の
傅
玄
と
同
じ
く
朝
野
の
綱
紀
粛
正
を
叫
び
実
行
し
た
、
硬
骨
の
正
道
派
│
い
わ
ゆ
る

摯
虞
『
決
疑
要
注
』
を
め
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「
礼
教
の
徒
」│
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
傅
咸
・
摯
虞
と
も
に
官
箴
を
残
し
て
い
る
こ
と
（
摯
虞
「
尚
書
箴
」〜『
北
』
五
九
、
傅
咸
「
御

史
中
丞
箴
」〜『
御
』
二
二
六
）
か
ら
も
、
礼
教
の
弛
緩
に
対
し
て
彼
ら
が
立
場
を
共
有
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
決
疑
要
注
』
に
お
け
る
事
物
の
考
証
は
、
机
上
の
学
術
議
論
で
は
な
く
、
第
一
に
礼
楽
の
崩
壊
に
向
か
う
世
に
あ
っ
て

の
経
世
の
営
み
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
摯
虞
ら
が
晩
年
に
至
る
ま
で
同
書
の
作
業
に
注
い
だ
心
血
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
あ
ろ
う
。

⑵
『
決
疑
要
注
』
と
談
辯

事
物
の
縁
起
に
関
す
る
『
決
疑
要
注
』
の
説
明
と
し
て
、
興
味
を
引
か
れ
る
の
は
（
ｋ
）
の
例
で
あ
る
。
西
晋
の
武
帝
は
あ
る
と
き
、

天
子
の
行
列
の
先
駆
を
な
す
、
逆
立
て
た
髪
を
か
た
ど
っ
た
か
ぶ
り
物
を
身
に
つ
け
た
儀
仗
兵
「
髦
頭
」
の
由
来
に
つ
い
て
侍
臣
ら
に
問

う
た
と
こ
ろ
、
侍
中
彭
権
は
「
秦
国
」
の
怪
物
に
縁
起
を
求
め
、
対
す
る
張
華
は
、
壮
士
の
怒
髪
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
解
し
た
、
と
い

う
。『
決
疑
要
注
』
の
こ
の
一
条
は
『
宋
書
』
礼
志
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

晉
武
嘗
て
侍
臣
に
問
う
ら
く
、「
旄
頭
は
何
の
義
な
る
や
。」
と
。
彭
、
推
し
て
對
え
て
曰
く
、「
秦
國
に
奇
怪
有
り
、
山
に
觸
れ
水

を
截
て
ば
崩
潰
せ
ざ
る
は
無
し
、
唯
だ
旄
頭
を
畏
る
れ
ば
、
故
に
虎
士
こ
れ
を
服
す
、
則
ち
秦
制
な
り
。」
と
。
張
華
曰
く
、「
是
の

言
有
れ
ど
も
事
、
不
經
な
り
。
臣
謂
え
ら
く
壯
士
の
怒
る
や
、
髮
踊
り
て
冠
を
衝
く
、
義
、
此
に
取
る
な
ら
ん
。」
と
。
摯
虞
の
決

疑
は
是
非
す
る
所
無
き
な
り
。
徐
爰
曰
く
、「
彭
・
張
の
說
、
各
お
の
意
義
を
言
う
も
、
承
據
す
る
所
無
し
。
…
…
」
と
。

徐
爰
、
沈
約
の
見
た
テ
キ
ス
ト
で
も
、
議
論
の
顛
末
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彭
権
の
持
ち
出
し
た
説
話
を
張
華
は
「
是

の
言
あ
り
」
と
認
め
て
お
り
、
世
間
で
は
知
ら
れ
た
話
柄
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
荒
唐
無
稽
な
説
話
を
「
不
経
」
と
退
け
る
張
華
の
説
も
、

劉
宋
随
一
の
礼
学
者
で
あ
っ
た
徐
爰
か
ら
見
れ
ば
、
彭
権
の
そ
れ
と
同
じ
く
根
拠
を
欠
く
推
測
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
摯
虞
は
や
は
り
碩
学

摯
虞
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ら
し
く
両
者
の
是
非
に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
し
て
お
り
、
鄧
国
光
氏
は
そ
れ
を
師
で
あ
る
張
華
へ
の
遠
慮
ゆ
え
と
解
す
る
が
、
敢
え
て

「
不
経
」
の
説
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
を
記
録
に
と
ど
め
た
こ
と
の
背
景
に
、
当
時
、
こ
う
し
た
事
物
の
縁
起
や
意
味
に
つ
き
士
人
間
、

さ
ら
に
は
皇
帝
と
臣
下
と
の
間
で
盛
ん
に
問
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
摯
虞
自
身
、
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
談
辯

（
清
談
）
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。

東
平
の
太
叔
廣
、
清
辯
に
樞
機
た
り
、
廣
の
談
ず
れ
ば
虞
、
對
う
る
能
わ
ず
、
虞
の
筆
す
れ
ば
廣
、
答
う
る
能
わ
ず
、
更
も
相
い
嗤

笑
し
、
世
に
紛
然
と
す
と
云
う
。（『
晋
書
』
本
伝
）

摯
虞
自
身
の
関
わ
っ
た
、
典
礼
の
由
来
に
関
す
る
談
辯
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

武
帝
嘗
て
摯
虞
に
三
日
曲
水
の
義
を
問
う
に
、
虞
對
え
て
曰
く
、「
漢
の
章
帝
の
時
、
平
原
の
徐
肇
、
三
月
初
を
以
て
三
女
を
生
む

も
、
三
日
に
至
り
て
俱
に
亡
か
る
、
邨
人
以
て
怪
と
為
し
、
乃
ち
招
攜
し
て
水
濱
に
之
き
洗
祓
し
、
遂
に
水
に
因
り
以
て
觴
を
汎

ぶ
、
其
の
義
、
此
に
起
る
。」
と
。
帝
曰
く
、「
必
ず
や
所
談
の
如
く
ん
ば
、
便
ち
好
事
に
は
非
ず
。」
と
。
皙
、
進
み
て
曰
く
、「
虞

は
小
生
に
し
て
、
以
て
知
る
に
足
ら
ず
、
臣
請
う
ら
く
は
之
を
言
わ
ん
。
昔
、
周
公
、
洛
邑
を
成
し
、
流
水
に
因
り
て
以
て
酒
を
汎

ぶ
、
故
に
逸
詩
に
云
う
『
羽
觴
、
波
に
隨
う
』
と
。
又
た
秦
の
昭
王
、
三
日
を
以
て
河
曲
に
置
酒
し
、
金
人
を
見
て
水
心
の
劍
を
奉

じ
、
曰
く
、『
君
を
し
て
西
夏
を
制
有
せ
し
め
ん
。』
と
。
乃
ち
諸
侯
に
霸
た
り
、
此
に
因
り
て
立
て
て
曲
水
と
為
す
。
二
漢
相
い
緣

り
、
皆
な
盛
集
と
為
す
。」
と
。
帝
大
い
に
悅
び
、
皙
に
金
五
十
斤
を
賜
う
。（『
晋
書
』
束
皙
伝
）

こ
れ
と
同
じ
話
は
、
い
わ
ゆ
る
志
怪
小
説
で
あ
る
梁
・
呉
均
の
『
続
斉
諧
記
』（『
文
選
』
四
六
、
顔
延
之
「
三
月
三
日
曲
水
詩
」
李
善
注

所
引
）
に
も
見
え
る
（
な
お
、
既
に
そ
れ
よ
り
早
く
南
斉
・
臧
榮
緒
の
『
晋
書
』
佚
文
（『
御
覧
』
一
五
八
）
に
も
同
文
が
見
え
る
の

で
、
現
行
『
晋
書
』
が
『
続
斉
諧
記
』
の
記
事
を
採
録
し
た
の
で
は
な
く
、
共
通
の
話
柄
を
一
方
で
は
臧
氏
『
晋
書
』
と
そ
れ
に
基
づ
く

現
行
『
晋
書
』
が
、
一
方
で
は
『
続
斉
諧
記
』
が
採
録
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
）。
こ
う
し
た
巷
間
の
俗
話
や
、
荒
外
迂
誕
の
説
に
至
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（
�
）

る
ま
で
広
く
材
を
取
り
、
事
物
の
起
源
を
説
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
応
劭
『
漢
官
儀
』
に
既
に
見
ら
れ
た
傾
向
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
と

と
も
に
、
摯
虞
自
身
が
関
わ
っ
た
当
時
の
談
辯
の
風
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
牟
潤
孫
氏
は
、
六
朝
期
に
お
け
る
談
辯

（
�
）

の
、
社
会
文
化
か
ら
政
治
制
度
に
至
る
ま
で
の
広
範
な
影
響
を
指
摘
し
た
が
、『
決
疑
要
注
』
も
そ
う
し
た
当
時
の
知
的
環
境
の
産
物
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
以
上
か
ら
指
摘
で
き
よ
う
。

談
辯
と
の
関
係
で
い
え
ば
、『
通
典
』
に
引
く
（
ｏ
）
の
佚
文
に
も
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
遭
乱
に
よ
り
元
の
夫
子
と
離
別
し
再
婚

し
た
女
性
が
、
再
び
元
の
夫
の
許
に
帰
し
た
場
合
、
再
婚
先
の
継
子
が
彼
女
の
た
め
に
い
か
な
る
服
喪
を
行
う
か
を
問
う
設
問
に
対
し
、

博
士
淳
于
睿
・
孫
綽
、
博
士
弟
子
徐
叔
中
ら
が
議
論
の
応
酬
を
行
う
内
容
で
あ
る
。
複
雑
な
状
況
を
想
定
し
た
設
問
は
、
西
晋
末
期
の
戦

乱
下
の
情
勢
を
リ
ア
ル
に
写
し
た
も
の
に
違
い
な
い
が
、
ま
た
敢
え
て
議
論
を
導
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。「
此
有
問
」

な
る
問
い
か
け
に
対
し
博
士
ら
が
意
見
を
交
わ
し
て
お
り
、
こ
れ
は
現
実
の
政
策
審
議
に
際
す
る
礼
官
の
集
議
の
た
ぐ
い
で
あ
る
よ
り

も
、
学
官
ら
の
集
う
講
学
の
場
で
催
さ
れ
た
討
論
に
基
づ
く
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
知
的
議
論
を
楽
し
む
談
辯
の
影
響
が
公
的
な
礼
学
討

論
の
場
に
も
及
ん
だ
こ
と
、
そ
の
記
録
が
『
決
議
要
注
』
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
因

み
に
孫
綽
は
孫
楚
の
孫
、『
晋
書
』
本
伝
に
よ
れ
ば
太
学
博
士
と
な
っ
た
の
は
征
西
将
軍
庾
亮
の
参
軍
を
経
た
後
な
の
で
、
東
晋
時
代
の

事
に
属
す
る
。
摯
虞
の
死
後
、
東
晋
の
学
者
が
補
筆
整
理
し
た
際
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
先
述
の
よ
う
に
曲
水
の
義
に
関
す
る
摯
虞
ら
の
問
答
が
『
続
斉
諧
記
』
に
も
見
え
る
話
で
あ
る
と
す
る
と
、
換
言
す
れ
ば
摯
虞

の
議
論
と
志
怪
小
説
と
の
接
点
を
想
起
す
る
と
、『
説
郛
』
が
『
決
疑
要
注
』
佚
文
と
し
て
輯
録
す
る
次
の
出
所
不
明
の
文
章
に
も
注
意

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
ｓ
）
漢
武
鑿
昆
明
池
、
極
深
、
悉
是
灰
墨
、
無
復
土
。
舉
朝
不
解
、
以
問
東
方
朔
。
朔
曰
、「
臣
愚
、
不
足
以
知
之
。
可
試
問
西
域

胡
。」
帝
、
以
朔
不
知
、
難
以
移
問
。
至
後
漢
明
帝
時
、
外
国
道
人
、
入
來
洛
陽
、
時
有
憶
方
朔
言
者
、
乃
試
以
武
帝
時
灰
墨
問

摯
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之
。
胡
人
云
、「
經
云
『
天
地
大
劫
將
盡
、
則
劫
燒
。』
此
劫
燒
之
餘
。」
乃
知
朔
言
有
旨
。（『
説
郛
』
一
二
〇
巻
本
、
巻
六
〇
）

実
は
こ
れ
と
全
く
同
じ
話
が
や
は
り
志
怪
小
説
で
あ
る
『
捜
神
記
』
巻
十
三
に
も
見
え
る
。
陶
宗
儀
が
『
決
疑
要
注
』
輯
佚
に
当
た
っ
て

『
捜
神
記
』
の
文
章
を
誤
入
し
た
、
も
し
く
は
逆
に
明
の
胡
応
麟
が
『
捜
神
記
』
輯
佚
時
に
『
決
疑
要
注
』
の
そ
れ
を
誤
入
し
た
可
能
性

も
無
論
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
同
じ
文
章
が
『
初
学
記
』
巻
七
で
は
東
晋
・
曹
�
の
『
志
怪
』
佚
文
と
し
て
引
か
れ
る
こ
と
、
加
え
て

先
述
の
、
髦
頭
の
義
を
め
ぐ
る
『
決
疑
要
注
』
佚
文
、
ま
た
『
続
斉
諧
記
』
に
も
収
め
る
曲
水
の
義
を
め
ぐ
る
摯
虞
の
議
論
を
念
頭
に
置

く
な
ら
、
こ
の
場
合
、
同
じ
劫
火
の
余
塵
の
話
が
『
決
疑
要
注
』
と
『
捜
神
記
』、
両
者
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
思
う
に
両
晋
代
、
こ
の
伝
承
が
東
方
朔
の
外
伝
な
ど
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
お
り
、
そ
れ
を
摯
虞
は
何
か
の
縁
起
を
説
く
に
当
た

っ
て
引
用
し
、
ま
た
干
宝
は
そ
れ
を
『
捜
神
記
』
に
輯
録
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
決
疑
要
注
』
が
当
時
の
志
怪
小
説
と
も
取
材
源

と
関
心
を
共
有
し
た
こ
と
、
更
に
言
え
ば
両
者
に
同
じ
時
代
の
精
神
が
底
流
し
て
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
か
ら
推
測
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ

う
。
同
じ
観
点
か
ら
、
や
は
り
『
説
郛
』
輯
本
に
の
み
見
え
る
次
の
『
決
疑
要
注
』
佚
文
に
も
注
目
し
た
い
。

（
ｔ
）
辛
繕
、
甞
隱
居
華
陰
、
光
武
徴
不
仕
、
至
有
大
鳥
、
高
五
尺
、
五
色
備
擧
而
多
青
、
棲
繕
槐
樹
、
旬
時
不
去
、
弘
農
太
守
以

聞
、
詔
問
百
僚
、
咸
以
爲
鳳
、
太
史
令
蔡
衡
對
曰
、「
凡
象
鳳
者
有
五
、
多
赤
色
者
鳳
、
多
青
色
者
鸞
、
多
黄
色
者
雛
、
多
紫
色
者

鶴
、
多
白
色
者
鵠
。
此
鷄
多
青
色
、
乃
鸞
、
非
鳳
也
。」
上
善
其
言
。

ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
一
五
、
九
一
六
に
同
じ
摯
虞
の
『
三
輔
決
録
』
注
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
陶
氏
の
誤

録
と
し
て
片
付
け
る
よ
り
は
、『
決
疑
要
注
』『
決
録
』
注
い
ず
れ
に
せ
よ
、
摯
虞
が
こ
う
し
た
博
物
学
的
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
現

（
�
）

れ
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
関
心
が
直
接
に
は
師
の
張
華
や
皇
甫
謐
ら
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
広

く
は
、
同
時
代
の
知
的
環
境
が
そ
こ
に
色
濃
く
影
を
落
と
し
て
い
た
こ
と
を
、
推
測
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

摯
虞
『
決
疑
要
注
』
を
め
ぐ
っ
て

八
〇



お

わ

り

に

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
『
決
疑
要
注
』
は
六
朝
か
ら
唐
代
に
至
る
ま
で
広
く
読
ま
れ
、『
宋
書
』
礼
志
に
引
か
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の

礼
学
家
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た
書
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
書
が
泰
始
新
礼
の
注
解
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
泰

始
礼
が
大
唐
開
元
礼
に
至
る
そ
の
後
の
礼
典
編
纂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
れ
は
当
然
で
も
あ
ろ
う
。
同
書
に
お
け

る
歴
史
主
義
的
傾
向
は
、
後
漢
・
胡
広
の
『
漢
官
解
詁
』
以
来
の
傾
向
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
志
怪
小
説
に
も
通
ず
る
方
外
へ

の
博
物
的
関
心
は
、
摯
虞
の
師
の
皇
甫
謐
や
張
華
の
学
術
的
影
響
で
あ
ろ
う
と
と
も
に
、
後
漢
末
の
応
劭
『
漢
官
儀
』
に
現
れ
始
め
て
い

た
傾
向
を
承
け
、
そ
れ
を
展
開
さ
せ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
横
軸
で
見
る
な
ら
、
そ
れ
は
同
時
代
の
政
治
・
社
会
上
の
風
潮
へ
の
鋭
い
危

機
意
識
と
と
も
に
、
当
時
の
知
的
関
心
の
趨
勢
を
強
く
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
い
わ
ば
同
書
は
、
後
漢
以
来
の
職
官
儀
注
書
の
系

譜
の
上
に
、
そ
れ
を
魏
晋
時
代
の
政
治
・
社
会
・
文
化
的
状
況
に
応
じ
つ
つ
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え
る
。
後
漢
の
職
官
儀
注
書
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、『
決
疑
要
注
』
も
す
ぐ
れ
て
同
時
代
的
な
問
題
意
識
と
文
化
潮
流
の
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
て
稿
を

終
え
た
い
。

注
（
１
）
摯
虞
の
文
学
理
論
に
つ
い
て
は
興
膳
宏
「
摯
虞
『
文
章
流
別
志
論
』
攷
」（
同
氏
『
新
版

中
国
の
文
学
理
論
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
八

年
、
所
収
）
に
詳
し
い
。
ま
た
摯
虞
に
関
す
る
専
論
で
は
な
い
が
、
佐
竹
保
子
「
西
晋
の
出
処
論
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
七
輯
、

一
九
九
五
年
）、
井
波
陵
一
「
寄
る
辺
な
き
時
代
に
」（
冨
谷
至
編
『
江
陵
張
家
山
二
四
七
号
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究
』
朋
友
書
店
、
二
〇

〇
六
年
、
所
収
）
が
摯
虞
に
つ
い
て
比
較
的
詳
し
く
論
ず
る
。

（
２
）
鄧
国
光
『
摯
虞
研
究
』（
学
衡
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
は
摯
虞
の
生
平
と
交
流
、
思
想
、
学
問
と
文
学
に
つ
い
て
詳
述
し
て
お
り
、
目

摯
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下
、
摯
虞
に
関
す
る
唯
一
の
専
論
で
あ
ろ
う
。
但
し
『
決
疑
要
注
』
に
つ
い
て
は
ご
く
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

（
３
）
泰
始
律
令
に
関
す
る
専
論
は
多
い
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
堀
敏
一
「
晋
泰
始
律
令
の
成
立
」（
原
載
『
東
洋
文
化
』
六
〇
号
、
一
九
八

〇
年
、
の
ち
同
氏
『
律
令
制
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
に
再
収
）
な
ど
。

（
４
）
六
朝
隋
唐
に
お
け
る
五
礼
制
度
の
発
展
、
そ
の
中
に
お
け
る
泰
始
新
礼
の
画
期
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
梁
満
倉
『
魏
晋
南
北
朝
五
礼
制
度

考
論
』（
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）
が
詳
論
す
る
。

（
５
）
興
膳
氏
注
（
１
）
前
掲
論
文
。

（
６
）
拙
稿
「
胡
広
『
漢
官
解
詁
』
の
編
纂
│
そ
の
経
緯
と
構
想
│
」（『
史
林
』
八
六
巻
四
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
７
）
鄧
氏
注
（
２
）
前
掲
書
。

（
８
）
拙
稿
「
応
劭
「
漢
官
儀
」
の
編
纂
」
（『
関
西
学
院
史
学
』
第
三
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
９
）
牟
潤
孫
「
論
魏
晋
以
来
之
崇
尚
談
辯
及
其
影
響
」（『
注
史
斎
叢
稿
（
増
訂
本
）
上
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
、
所
収
）。

（
１０
）
（
ｂ
）、（
ｅ
）、（
ｎ
）
の
佚
文
が
一
部
、
張
華
『
博
物
志
』（『
漢
魏
叢
書
』
所
収
）
を
引
く
こ
と
も
、
張
華
の
摯
虞
へ
の
影
響
を
傍
証
す

る
。

（
補
注
）
本
邦
残
存
典
籍
に
は
、
中
国
の
伝
世
文
献
に
見
え
な
い
『
決
疑
要
注
』
佚
文
が
二
条
残
さ
れ
て
い
る
（
新
見
寛
編
、
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦

残
存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
八
年
）。
辻
正
博
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

摯
虞
『
決
疑
要
注
』
を
め
ぐ
っ
て

八
二


